



























































る。本誌にも i3の言語文化J (第2号， 1983)， i言語の生物学的基盤と文化
的特質J (第 3号， 1984) ほか先駆的な論文を寄せているし，「言語学と言語文
化学一一チョムスキーの言語観とそれが示唆するものJ (Ii言語文化の理論
的・実践的研究』筑波大学， 1990) のように，新!日の学問の統合を目指す論文
も発表し，言語文化学を定着させた。かように，斎藤さんの学問は新と旧・理
論と実践の見事な均衡の上に成立しているように思われる。
斎藤さんは，、一般外国語として英語を，専門科目としては英語学乞大学院
では主として言語文化学を講じてこられた。こうした斎藤さんの幅広い学問体
斎藤武生教授と言語文化学 3 
系と優れた教育方法を今後どのような形で引き継いで、いくのかは，我々に残さ
れた大きな課題でもある。
筑波大学での長年に亘るご指導・ご報!i達に改めて感謝申し上げるとともに，
今後のご健勝を心からお祈りして，結びの言葉としたい。
